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五
月
通
常
総
会
が
五
月
三

十
日
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
安
芸
高
田
市
市
長

浜
田
一
義
様
、
市
議
会
議
長

藤
井
昌
之
様
、
広
島
県
議
会

議
員
児
玉
浩
様
、
三
次
公
共

職
業
安
定
所
安
芸
高
田
出
張

所
長
中
野
英
美
様
を
迎
え
会

員
二
七
三
名(

内
委
任
状
八

八
名)

が
参
加
し
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
行
友
理
事
の
司
会

に
よ
り
進
行
し
、
病
気
欠
席

の
坪
井
理
事
長
に
代
り
実
方

副
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
の
四
名
の
方
々
か
ら
、

｢
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る

世
界
的
経
済
不
況
の
中
、
高

齢
社
会
を
支
え
、
会
員
の
生

き
が
い
対
策
と
し
て
シ
ル
バ
ー

会
員
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

る
。｣

と
力
強
い
激
励
の
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
、
松
村
澄
夫
会
員

(

吉
田
町)

を
議
長
に
選
出

し
、
一
号
議
案
平
成
二
十
年

度
事
業
報
告
、
二
号
議
案
平

成
二
十
年
度
収
支
決
算
が
提

案
さ
れ
、
兼
近
浩
三
監
事
か

ら
監
査
報
告
の
後
、
提
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
三
号
議
案
平
成

二
十
一
年
度
事
業
計
画(

案)

、

第
四
号
議
案
平
成
二
十
一
年

度
収
支
予
算(

案)

を
提
案
。

会
員
か
ら
、｢

見
積
書
に
よ

る
見
積(

請
負)

方
式
に
つ

い
て
、
見
積
書
の
積
算
内
訳

が
一
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と

の
説
明
を
求
め
ら
れ
、
困
っ

て
い
る
。｣

と
質
疑
発
言
が

あ
り
、
三
木
常
務
理
事
か
ら

｢

見
積
、
請
負
方
式
は
二
年

来
検
討
を
続
け
今
の
方
式
と

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
適
正

な
や
り
方
に
つ
い
て
事
業
部

会
で
検
討
す
る
。｣

旨
の
回

答
が
あ
り
、
第
三
号
議
案
、

第
四
号
議
案
と
も
提
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
終
了
後
、
会
員

互
助
会
総
会
が
行
な
わ
れ
、

春
日
信
次
会
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、
議
長
に
宮
田
浩
之
会

員(

高
宮
町)

を
選
出
し
、

平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
の
後
、
提
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
、
続
い
て
平
成

二
十
一
年
度
事
業
計
画(
案)

、

収
支
予
算(

案)

が
提
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
吉
田
高
校

神
楽
部
の
神
楽｢

戻
り
橋｣

を
上
演
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
華

麗
な
舞
を
熱
演
し
、
会
場
の

会
員
か
ら
盛
大
な
拍
手
の
な

か
で
、
す
べ
て
の
総
会
行
事

を
終
了
し
ま
し
た
。

Ⅰ

基
本
方
針

我
が
国
に
お
い
て
は
、
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す

る
中
、
昨
今
の
経
済
状
況
低

迷
に
よ
る
雇
用
の
悪
化
、
労

働
力
人
口
の
減
少
、
団
塊
の

世
代
が
退
職
し
家
庭
に
入
る

な
ど
、
高
齢
者
の
雇
用
・
就

業
機
会
の
確
保
が
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
に
お
け

る
働
く
高
齢
者
の
た
め
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
初
心
に

帰
り｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助｣

の
理
念
の
徹
底
を
行

い｢

適
正
就
業
の
確
認
及
び

確
保｣

｢

見
積
・
請
負
契
約｣

｢

安
全
就
業
の
徹
底｣

を
行

う
と
と
も
に
市
行
政
並
び
に

関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域

の
皆
様
方
の
希
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
ま
た
一
人
で
も

多
く
の
方
が
セ
ン
タ
ー
に
入

会
さ
れ
、
就
業
の
場
を
通
じ

て
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
自

ら
の
健
康
づ
く
り
生
き
が
い

の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
の
通
常

国
会
に
て
公
益
法
人
制
度
の

改
革
関
連
３
法(

法
人
法
、

認
定
法
、
整
備
法)

が
成
立
・

公
布
さ
れ
、
平
成
20
年
12
月

１
日
に
法
律
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
件
い
、
平
成
25
年
11

月
30
日
ま
で
の
５
年
間
の
移

行
期
間
内
に｢

公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
認
定｣

又
は

｢

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行

認
可｣

の
申
請
手
続
き
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

こ
の
新
制
度
に
対
応
す
る
た

め
、
社
会
経
済
環
境
の
動
向

を
見
な
が
ら
市
行
政
の
指
導

を
得
、(

社)

広
島
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

等
と
相
談
・
検
討
し
、
新
制

度
へ
の
移
行
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ

事
業
実
施
計
画

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

役
員
会
、
各
部
会
、
各
委
員

会
等
を
中
心
に
各
種
会
議
を

開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画

に
基
づ
い
て
具
体
的
に
審
議

し
、
そ
の
計
画
や
実
施
を
行

い
ま
す
。
会
議
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

○
理

事

会
…
各
部
会
、

委
員
会
に
お
い
て
必
要

な
案
件
を
具
体
的
に
執

行
、
そ
の
他
総
会
の
議

決
を
要
し
な
い
業
務
等

の
執
行
に
関
す
る
事
項

の
協
議

○
総
務
部
会
…
補
助
金
の

確
保
、
組
織
体
制
、
地

域
班
の
活
性
化
、
行
政

機
関
及
び
関
係
団
体
と

の
連
携
等

○
事
業
部
会
…
職
群
班
の

編
成
・
活
性
化
、
講
習

会
の
開
催
、
見
積
・
請

負
等

○
福
祉
部
会
…
福
祉
・
家

事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
情
報
収
集
、
講
習
会

開
催
、
女
性
会
員
入
会

促
進

○
広
報
部
会
…
市
民
、
会

員
へ
セ
ン
タ
ー
情
報
の

提
供
、
各
種
普
及
啓
発

○
安
全
委
員
会
…
事
故
の
未

然
防
止
、
事
故
後
の
対

応
、
講
習
会
の
開
催

平
成
21
年
度
事
業
計
画
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科 目 本年度
当 初
予算額

前年度
当 初
予算額

増 減 備 考
科 目 本年度

当 初
予算額

前年度
当 初
予算額

増 減 備 考
大 中 大 中

Ⅰ. 事業活動収支の部 Ⅱ. 投資活動収支の部

１. 事業活動収入 １. 投資活動収入

①受託事業収入 146,619 171,023 △24,404 ①固定資産売却収入 2 2 0

②独自事業収入 2,300 2,695 △395 ②敷金･保証金等戻り収入 1 1 0 自動車リサイクル料に伴う預託金相当額の収入
③会費収入 1,802 1,502 300

③特定資産取崩収入 2,401 2 2,399 事業活動等の運用資金の為､ 取崩による収入④補助金等収入 45,062 48,962 △3,900 国庫補助金(Ｃランク)

⑤負担金収入 50 50 0 投資活動収入計 2,404 5 2,399

⑥寄付金収入 1 1 0 ２. 投資活動支出

⑦特定資産運用収入 10 10 0 預貯金の利息収入 ①固定資産取得支出 3 832 △829

⑧雑収入 60 60 0 ②敷金･保証金等支出 1 1 0 自動車リサイクル料

事業活動収入計 195,904 224,303 △28,399 ③特定資産取得支出 2 2 0

２. 事業活動支出 投資活動支出計 6 835 △829

①事業費支出 156,563 182,211 △25,648 投資活動収支差額 2,398 △830 3,228

受託事業費支出 132,790 155,930 △23,140 Ⅲ. 財務活動収支の部

独自事業費支出 2,279 2,670 △391 １. 財務活動収入

安全適正就業推進費支出 3,589 3,604 △15 ①借入金収入 1 1 0

普及啓発費支出 1,390 1,751 △361 財務活動収入計 1 1 0

就業開拓提供費支出 11,517 13,201 △1,684 ２. 財務活動支出

調査研究費支出 432 480 △48 ①借入金返済支出 1 1 0

福祉･家事援助費支出 4,566 4,575 △9 財務活動支出計 1 1 0

②管理費支出 41,709 42,280 △571 財務活動収支差額 0 0 0

人件費支出 32,000 31,214 786 Ⅳ. 予備費 10,030 9.982 48

一般運営費支出 9,709 11,066 △1,357 当期収支差額 △10,000 △11,000 1,000

事業活動支出計 198,272 224,491 △26,219 前期繰越収支差額 10,000 11,000 △1,000

事業活動収支差額 △2,368 △188 △2,180 次期繰越収支差額 0 0 0

平成21年度収支予算書 平成21年４月１日から
平成22年３月31日まで

(単位：千円)



��������４
月
14
日

(

火)

に
、
シ
ル
バ
ー
甲

田
支
所
に
て
、
高
田
郡
森
林
組
合
時
本

眞
吾
氏
、
谷
岡
正
登
氏
、
広
島
ビ
ー
バ
ー

サ
ー
ビ
ス
高
橋
正
明
氏
を
講
師
に
招
き
、

刈
払
機
取
扱
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
48
名
で
、
時
本
講
師
よ
り
刈

払
機
作
業
の
安
全
衛
生
・
就
業
中
の
注

意
事
項
に
つ
い
て
、
実
技
で
は
、
谷
岡

講
師
よ
り
、
刈
刃(

ビ
ニ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー)

に
よ
る
飛
散
方
向
や
飛
散
距
離
等
の
実

演
に
よ
る
刈
刃
と
支
障
物
の
関
係
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

高
橋
講
師
に
よ
る
、
刈
払
機
を
解
体

し
な
が
ら
、
点
検
手
順
や
故
障
し
や
す

い
箇
所
等
に
つ
い
て
実
習
し
ま
し
た
。
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�������６
月
９
日

(

火)

に
、
高
宮
町
湯
の

森

(

福
寿
荘)

に
て
、
㈱
立
川
園
芸
土

木
社
長
立
川
論
氏
を
講
師
に
招
き
、
51

名
の
参
加
で
松
の
み
ど
り
摘
み
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
共
同
作
業
の
心

構
え
・
剪
定
ハ
サ
ミ
の
種
類
、
松
の
新

芽
の
摘
み
方
等
作
業
時
の
注
意
点
や
事

故
防
止
対
策
等
の
基
礎
的
な
知
識
を
学

び
ま
し
た
。

みどりつみ後

みどりつみ前

�������安
芸
高
田
警
察
署
交
通
課

警
部
補
平
田
孝
義
氏
を
講
師

に
市
内
６
会
場
で
、
交
通
安

全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
運
転
は
、
体
力
・

運
動
感
覚
が
衰
え
瞬
間
の
動

作
が
遅
く
な
り
制
動
距
離
が

長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
は
、
危
険
察
知

を
常
に
考
え
た
運
転
の
連
続

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
運
転

し
ま
し
ょ
う
。 ������������安

芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
17
日
、

会
員
に
よ
る
安
全
就
業
標

語
の
優
秀
作
を
選
ん
だ
。

安
全
強
調
月
間
の
７
月
に

ち
な
む
啓
発
の
一
環
。

坪
井
克
己
理
事
長
ら
８

人
で
構
成
す
る
委
員
会
が

応
募
29
作
品
の
中
か
ら
投

票
で
６
点
を
選
ん
だ
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
が

草
刈
り
や
剪
定
な
ど
の
業
務
を
請
け
負
っ
て
お
り

｢

作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
徹
底
と
併
せ
、
意
識

向
上
に
活
用
し
た
い｣

と
し
て
い
る
。

※
７
月
18
日(
土)
中
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
安
全
就
業
標
語
入
選
作
品

よ
か
っ
た
ね

今
日
も
無
事
故
で

別
れ
る
笑
顔

谷
川

正
留

(

甲
田
町)

安
全
は

み
ん
な
で
守
る

自
覚
か
ら

中
川

隆
士

(
美
土
里
町)

ち
ょ
っ
と
待
て

作
業
の
前
に

ひ
と
呼
吸

西
崎

等

(

吉
田
町)

わ
き
見
す
る

心
の
す
き
ま
が

事
故
の
元

平
栗

悦
子

(

甲
田
町)

草
刈
り
機

飛
散
防
止
と

周
り
良
し
！

古
石

敏
男

(

八
千
代
町)

安
全
は

標
語
百
よ
り

先
ず
実
践

山
口

康
文

(

吉
田
町)

(

作
者
五
十
音
順)

７
月
17
日
の
選
考
委
員
会
で
委
員
長
澄
田
真
氏(

中

国
新
聞
社
安
芸
高
田
支
局
長)

他
７
名
で
選
定
さ
れ
ま

し
た
。



４
月
よ
り
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
の

清
掃
作
業
を
３
人
で
就
業
し
て
お
り
、

シ
ル
バ
ー
の
理
念
で
あ
る
共
働
・
共
助

の
精
神
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら｢

き
れ
い
に
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
ね｣

と
い
う
声
を
私
達
の
励

み
と
し
、
今
後
も
健
康
に
十
分
気
を
つ

け
て
、
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

(

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
清
掃
班)

現
在
９
名
で
、
襖
・
障
子
の
張
り
替

え
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

技
術
の
向
上
に
務
め
、
日
々
楽
し
く

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
時
々
困
惑
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
を
大
切
に
冷

静
に
考
え
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
お

客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
常
に
細
心

の
注
意
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
襖
・

障
子
の
張
り
替

え
の
ご
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら

お
申
し
つ
け
く

だ
さ
い
。

(

襖
・
障
子
班)
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平成21年度 事業計画
※各支部の事業計画は､ 次のとおりです｡
支部名 事業計画

吉 田
支 部

６月６日 グラウンド・ゴルフ
10月３日 グラウンド・ゴルフチャ

ンピオン大会予選会
吉田運動公園グラウンド

10月下旬 研修会､ 交流親睦会
11月 グラウンド・ゴルフチャ

ンピオン大会

甲 田
支 部

４月 お花見会
10月 グラウンド・ゴルフ大会
11月 グラウンド・ゴルフチャピオン大会
12月 親睦会

八千代
支 部

９月 グラウンド・ゴルフ大会
10月 グラウンド・ゴルフ大会
11月 グラウンド・ゴルフ チャン

ピオン大会
12月 懇親会

美土里
支 部

10月 美土里中学校垣根剪定 午前中
午後グラウンド・ゴルフ大会

美土里運動公園
11月 グラウンド・ゴルフチャンピ

オン大会
12月上旬 研修旅行

高 宮
支 部

10月 グラウンド・ゴルフ大会
11月 グラウンド・ゴルフチャンピ

オン大会
12月 研修会､ 懇親会
平成22年３月 研修会

向 原
支 部

８月 グラウンド・ゴルフ大会
10月 グラウンド・ゴルフ大会
11月 グラウンド・ゴルフチャンピ

オン大会
平成22年１月 研修会､ 懇親会

会
員
互
助
会
会
長

春
日

信
次

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
盛
夏
に

向
か
っ
て
、
暑
い
中
で
の
作
業
は
肉
体
的
に

も
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
体
調
に

は
充
分
注
意
さ
れ
て
、
安
全
作
業
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。
戸
外
で
の
作
業
は
昼
間
の
時

間
帯
を
避
け
て
、
早
朝
や
夕
方
に
切
り
替
え

る
な
ど
工
夫
も
見
ら
れ
ま
す
。
適
度
の
休
憩

を
織
り
込
ん
で
、
無
理
の
な
い
作
業
プ
ラ
ン

を
立
て｢

安
全
第
一｣

無
事
故
で
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

シ
ル
バ
ー
会
員
互
助
会
は｢

自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助｣

の
精
神
に
基
づ
い
て
、
６
町

支
部
の
活
力
あ
る
事
業
展
開
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
意
見
、
要
望
な
ど

を
反
映
し
た
企
画
に
よ
っ
て
、
広
く
活
動
す

る
な
か
で
連
帯
を
深
め
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。｢

市
場
原
理
主
義｣

の
行
革
路
線
は
景
気

低
迷
を
招
き
、
高
齢
者
い
じ
め
の
政
治
は
新

た
な
負
担
を
強
い
て
、
格
差
を
拡
大
さ
せ
て

い
ま
す
。
人
生
に
は
勝
ち
組
も
負
け
組
も
あ

り
ま
せ
ん
。
格
差
社
会
の
現
実
を
直
視
し
、

自
分
に
出
来
る
こ
と
の
社
会
貢
献
に
豊
富
な

知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
意
義
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
、
仲
間
と
の
交
流
・
親
睦
に

努
め
、
心
身
の
健
康
を
維
持
し
、
地
域
か
ら

信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
事
業
を
展
開
し
た
い

も
の
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
協

力
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

������
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安
全
は
全
て
に
優
先

す
る
。

今
年
も
安
全
の
言
葉
を
連
呼
し
災

害
０
を
目
標
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

当
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ

ア
・
提
案
・
写
真
等
や
、
会
員
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

���� 高
宮
町

伊
藤

茂

様(

４
月)

吉
田
町

渡
邊

輝
雄

様(

８
月)

甲
田
町

馬
場

雅
義

様(

８
月)

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

���� ������ ����������������
2200�袋袋220000円円 4400�袋袋335500円円
軽四ダンプ1台
・吉田町内 3,000円
・吉田町外 3,500円

��������
������ �������������������������������

就
業
形
態
の
適
正
に
つ
い
て
は
、

｢

就
業
に
つ
い
て｣

等
の
書
面
等
を

と
お
し
て
周
知
を
図
り
、
契
約
に
つ

い
て
は
法
令
順
守
の
立
場
か
ら
下
見
・

見
積
・
請
負
の
手
順
に
つ
い
て
も
会

員
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
一
部
適
正
を
欠
く
事
例
が

見
受
け
ら
れ
、
早
急
な
是
正
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

理
念
で
あ
る｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助｣

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て

み
て
下
さ
い
。

ま
た
、
下
見
、
見
積
、
契
約
に
つ

い
て
も
、
自
分
が
請
負
う
仕
事
の
責

任
を
考
え
た
場
合
、
ど
う
し
て
も
避

け
ら
れ
な
い
問
題
で
す
。

お
客
様
と
の
請
負
契
約
の
手
続
き

が
終
っ
て
か
ら
作
業
に
着
手
す
る
様

ル
ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
い
。
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
事
務
局
に
相
談

下
さ
い
。

尚
、
作
業(
草
刈
り
、
剪
定
な
ど)

中
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て

下
さ
い
。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ご飯や麺といった炭水化物と肉や魚､ 卵､ 大豆などのたんぱく質､ 野菜や果物､ き
のこなどのビタミンやミネラルをバランスよく取りましょう｡ 具だくさんの汁物にす
るなど､ 食べやすくなるよう工夫をすると良いでしょう｡ 年齢とともに体内の水分が
不足しがちになるため､ 汗をかく夏には脱水にならないように注意が必要です｡ 食事

の時と食事と食事の間､ 寝る前などにもコップ１杯の水分をとりましょう｡ 運動や外出の際は水筒
などを用意し､ こまめに水分をとるようにしましょう｡�����
適度な運動は代謝を上げ､ 食欲を増進し､ 質の良い眠りを誘います｡ 涼しい時間に短
時間から､ 体力に合わせて習慣にしましょう｡�����
夏は寝苦しく､ 睡眠不足に陥りがちです｡ 短時間 (30分程度) の昼寝をおすすめします｡
また､ 朝の起床時間を一定にし､ リズムを崩さない事が大切です｡ ����� �����

適適
正正
就就
業業
のの

徹徹
底底
にに
つつ
いい
てて


